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第２回定例会（６月）

町政を問う
常任委員会の活動
あの質問どうなったべ

審議ピックアップ

議会の活動

主な内容

最 高 の 夏 の 思 い 出 に
【 屯 田 七 夕 ま つ り 】
最 高 の 夏 の 思 い 出 に
【 屯 田 七 夕 ま つ り 】

町政を問う！！
議員４名が４件の
一般質問を行いました。

町政を問う！！
議員４名が４件の
一般質問を行いました。
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活動支援に感謝



令和７年令和７年
第２回定例会第２回定例会

教育委員会委員教育委員会委員
　中川悠一氏の任命に同意　中川悠一氏の任命に同意

　令和７年第２回定例会は６月１７日に開会し、令和７年度一般会計・国民健康保険特別会計の
補正予算、条例の改正、工事請負契約の締結など、町長から議案等１１件、議会から議案等
３件が提出されました。
　また、４人の議員から一般質問があり、同日に閉会しました。

令
和
７
年
度
補
正
予
算
の
可
決

　

一
般
会
計
・
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
の
補
正
予
算
が

そ
れ
ぞ
れ
提
案
さ
れ
、
審
議
・

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

令和７年度各種会計補正予算	 （1万円未満切捨て）

会　計　名 補正回数 補正額 補正後予算額

一般会計 1 回目 8 億 5,570 万円 117 億 4,270 万円

国民健康保険特別会計 1 回目 128 万円 14 億 4,901 万円

一般会計補正予算の主な内容	 	 	 （1万円未満切捨て）

事業名 補正額 内　容

定住促進等に要する経費 988 万円【民間賃貸住宅等取得補助】
　申請件数の増加に伴う追加

地域活性化推進に要する経費 5 億 2,000 万円
【地域総合整備資金貸付】
　オホーツク湧別バイオガス株式会社が整備するバイオガスプラントの建設
費の一部に対する貸付金の追加

農業振興事業に要する経費 2 億 8,450 万円【穀類乾燥調製貯蔵施設整備事業補助】
　湧別町農協が行う小麦施設整備への補助金の追加

上湧別農村環境改善センター
に要する経費 383 万円【上湧別農村環境改善センター暖房設備改修工事】

　多目的ホールの輻射暖房機の故障（1 台）に係る取替工事の追加

【
主
な
議
決
案
件（
要
約
）】

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正

教
育
委
員
会
委
員
の任

命
に
同
意

　
地
方
税
法
施
行
令
等
の
改
正
に

伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税

限
度
額
お
よ
び
軽
減
判
定
所
得
基

準
の
見
直
し
に
対
応
す
る
た
め
の

条
例
改
正
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の

結
果
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。

　
前
任
者
の
退
任
に
伴
い
、
委
員

の
任
命
に
同
意
を
求
め
ら
れ
、
審

議
の
結
果
、
全
会
一
致
で
同
意
し

ま
し
た
。

　
・
北
兵
村
一
区

　
　
　
　
中
川　
悠
一
氏（
新
任
）

（
任
期
：

  

令
和
７
年
11
月
30
日
ま
で
）
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（1万円未満切捨て）
報告 令和６年度湧別町一般会計予算繰越明許費繰越計算書について

　令和６年度一般会計予算の３事業が令和７年度に繰り越されたことを報告するもの。

条例 湧別町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
　国民健康保険税の課税限度額の引き上げ等を行うため改正するもの。 原案可決

補正予算

令和７年度湧別町一般会計補正予算
　１回目の補正で、８億５，５７０万円を追加して歳入歳出予算の総額を１１７億４，２７０万円とするもの。 原案可決

令和７年度湧別町国民健康保険特別会計補正予算
　１回目の補正で、１２８万円を追加して歳入歳出予算の総額を１４億４，９０１万円とするもの。 原案可決

その他

公営住宅新築工事（緑町団地）請負契約の締結について
　公営住宅緑町団地の新築工事（１棟３戸）を株式会社長谷川建設と、９，６３６万円で締結するもの。 原案可決

財産の取得について
　町道維持管理用ロータリ除雪車１台を、北海道川崎建機株式会社北見支店より６，４９０万円で取得するもの。 原案可決

財産の取得について
　町営バスとして中型バス１台を、東北海道いすゞ自動車株式会社北見支店より２，１４５万円で取得するもの。 原案可決

財産の取得について
　ごみ収集用の湧別町指定ごみ袋４８万枚を、有限会社荻原商店より１，４５２万円で取得するもの。 原案可決
財産の取得について
　学校用コンピューター機器等の更新として、パーソナルコンピューター等を北海道市町村備荒資金組合より３，９０５万円で
取得するもの。

原案可決

財産の取得について
　湧別高等学校学生寮備品として家具類を有限会社柴田家具店より２，５６３万円で取得するもの。 原案可決

人事 教育委員会委員の任命について
　前任者の退任により、北兵村一区　中川　悠一氏を委員に任命するもの。（新任） 同　　意

議会

ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める意見書 原案可決

議員の派遣について
　北海道町村議会議長会主催の議会議員研修会に全議員を派遣するもの。 承　　認
閉会中の所管事務調査等の申出
　総務厚生常任委員会　１）湧別町の財政状況と今後の見通しについて
　産業文教常任委員会　１）観光施設（Family 愛 LandYou、水芭蕉群生地木道）の整備状況について
　　　　　　　　　　　２）商工業振興事業（愛町購買事業）の実施状況について
　議会運営委員会　　　次期議会の会期日程等議会運営に関する事項及び議長の諮問に関する事項

承　　認

審 議 結 果 一 覧
Result of Deliberations

令和７年令和７年
第２回定例会第２回定例会

意見書を政府行政機関へ提出

●
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実
現
に
資
す
る
森

林
・
林
業
・
木
材
産
業
施
策
の
充
実
・
強
化

を
求
め
る
意
見
書

　

脇
坂
議
員
ほ
か
３
人
の
賛
成
者
か
ら
、
森
林

の
多
面
的
機
能
を
持
続
的
に
発
揮
さ
せ
る
た
め

の
森
林
整
備
事
業
や
防
災
・
減
災
予
算
の
確
保
、

森
林
資
源
循
環
利
用
推
進
の
た
め
の
優
良
種
苗

の
安
定
供
給
、
鳥
獣
害
・
病
虫
害
な
ど
の
森
林

被
害
対
策
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
活
用
に
よ
る
ス
マ
ー

ト
林
業
の
推
進
、
木
材
加
工・流
通
体
制
の
強
化
、

建
築
物
の
木
造
・
木
質
化
な
ど
に
よ
る
道
産
木

材
の
需
要
拡
大
、
人
材
の
育
成
・
確
保
な
ど
を

求
め
る
意
見
書
の
提
案

　

以
上
の
意
見
書
を
政
府
行
政
機
関
に
提
出
す

る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
審
議
・
採
決
の
結
果
、

全
会
一
致
で
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

意見書案を読み上げる
脇坂産業文教常任委員
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Q A

Ｑ

Ａ

下
田
議
員

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間

中
、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
愛
ラ
ン
ド

ユ
ー
」
お
よ
び
「
五
鹿
山
キ
ャ
ン

プ
場
」
は
駐
車
場
が
満
車
と
な
る

ほ
ど
の
賑
わ
い
を
見
せ
、
そ
の
後

令和７年６月開会の第２回定例会において、令和７年６月開会の第２回定例会において、
４名の議員から一般質問があり、理事者の４名の議員から一般質問があり、理事者の
答弁は次のとおり。（質問と答弁は要約）答弁は次のとおり。（質問と答弁は要約）

一般質問
１　下田　英人　議員
　①湧別町の観光事業における現状と課題について
２　関野　一良　議員
　①外来野生動物（アライグマ）による農業被害について
３　村川　勝彦　議員
　①湧別町内の道路の補修改修について
４　小形　秀和　議員
　①公共施設の再配置計画における旧校舎の取扱いについて

の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア
も
同
様

に
盛
況
で
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
２
点
お
聞
き
し
た
い
。

　
①
フ
ァ
ミ
リ
ー
愛
ラ
ン
ド
ユ
ー

お
よ
び
五
鹿
山
キ
ャ
ン
プ
場
の
老

朽
化
対
策
に
つ
い
て
、
施
設
内
の

案
内
看
板
や
遊
具
の
塗
装
剥
離
等

安
全
性
を
確
保
し
つ
つ
も
来
場
者

の
印
象
を
損
ね
か
ね
な
い
が
、
今

後
の
改
修
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向

け
、
思
い
切
っ
た
予
算
配
分
や
長

期
的
な
安
全
管
理
計
画
を
ど
の
様

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
②
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
公
園
の
駐
車

場
運
営
と
利
用
し
や
す
さ
の
改
善

に
つ
い
て
、
混
雑
時
に
上
湧
別
学

園
敷
地
を
臨
時
駐
車
場
と
し
て
い

る
が
、
国
道
を
横
断
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
高
齢
者
、
小
さ
な
お
子

様
連
れ
、
身
体
の
不
自
由
な
方
々

へ
の
安
全
性
・
利
便
性
に
懸
念
が

あ
る
。

　

次
年
度
以
降
、
優
先
駐
車
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
や
安
全
な
横
断
歩

道
の
設
置
や
工
夫
な
ど
、
具
体
的

な
改
善
策
の
予
定
は
あ
る
の
か
。

観光施設の老朽化対策・
利便性向上策は

安全確保を最優先と
し、計画的に実施する

下下  田田  議 員議 員

刈
田
町
長

　

①
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
愛
ラ
ン
ド

ユ
ー
」
の
遊
具
な
ど
の
老
朽
化
対

策
は
、
安
全
確
保
を
最
優
先
と
し

て
点
検
・
修
繕
を
計
画
的
に
実
施

し
、
遊
具
の
劣
化
や
塗
装
剥
離
は

可
能
な
限
り
速
や
か
に
修
繕
等
を

行
っ
て
い
る
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
愛
ラ
ン
ド
ユ
ー
の

遊
具
は
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
が
小
さ

な
お
子
様
や
ご
家
族
連
れ
に
親
し

ま
れ
て
お
り
、
今
後
も
可
能
な
限

り
修
繕
を
行
い
な
が
ら
施
設
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
道
の
駅
愛
ラ
ン
ド
湧
別
も
利
用

者
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
施
設
の
改
修
や
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
の
必
要
性
を
認
識
し
て
お

り
、
今
後
の
施
設
整
備
に
向
け
、

検
討
を
進
め
る
。

　
「
五
鹿
山
キ
ャ
ン
プ
場
」
は
ロ

グ
キ
ャ
ビ
ン
な
ど
の
修
繕
を
年
次

的
に
進
め
て
お
り
、
今
後
は
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
で
あ
る
衛
生
環
境
を

含
め
た
施
設
改
修
に
つ
い
て
も
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　
②
現
在
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
公
園
の

駐
車
場
は
、
第
１・
２
駐
車
場
で

約
４
５
０
台
分
、
臨
時
駐
車
場
と

し
て
上
湧
別
学
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
等

で
約
９
４
０
台
分
の
ス
ペ
ー
ス
を
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Ｑ

Ａ

関
野
議
員

　
近
年
、
当
町
で
も
外
来
野
生
動

物
（
ア
ラ
イ
グ
マ
）
に
よ
る
農
業

被
害
等
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、

農
業
被
害
金
額
の
実
態
は
。

　
ま
た
、
町
は
研
修
会
の
講
師
招

聘
や
箱
わ
な
を
増
や
す
な
ど
の
対

応
を
し
て
い
る
が
、
私
自
身
も
地

アライグマの駆除対策
は

講習会の実施など捕獲
従事者の増加に努める

確
保
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
公
園
内
に
は
身
体
障
が

い
者
専
用
区
画
と
し
て
21
台
分
を

設
け
て
運
用
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
最
盛
期
に
は
多
く
の

来
園
者
が
集
中
す
る
た
め
、
臨
時

駐
車
場
の
開
設
に
よ
り
、
国
道
横

断
が
必
要
と
な
る
。

　
安
全
対
策
と
し
て
警
備
員
の
配

置
に
よ
る
誘
導
等
を
行
っ
て
い
る

が
、
高
齢
者
や
小
さ
な
お
子
様
連

れ
、
身
体
の
不
自
由
な
方
の
移
動

に
一
定
の
負
担
を
か
け
て
し
ま
っ

て
い
る
。

　
来
年
度
以
降
は
、
優
先
駐
車
ス

ペ
ー
ス
の
更
な
る
確
保
に
加
え
、

引
き
続
き
、
国
道
横
断
時
の
安
全

確
保
に
向
け
た
誘
導
を
行
う
な

ど
、
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

【
再
質
問
】

下
田
議
員

　
愛
ラ
ン
ド
ユ
ー
遊
具
の
老
朽
化

対
策
に
つ
い
て
、
定
期
点
検
時
に

発
見
さ
れ
た
劣
化
場
所
も
、
直
ち

に
対
応
で
き
る
の
か
。

　
ま
た
、
改
修
計
画
は
今
後
検
討

と
の
こ
と
だ
が
、
年
度
ご
と
の
改

修
箇
所
・
予
算
規
模
な
ど
具
体
的

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
は
あ
る
の
か
。

　
五
鹿
山
公
園
ロ
グ
キ
ャ
ビ
ン
に

つ
い
て
、
過
去
３
年
間
に
実
施
し

た
修
繕
内
容
と
費
用
に
つ
い
て
後

ほ
ど
掲
示
願
い
た
い
。

　
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
方
法
と

し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
、
利
用
実
績

の
分
析
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
が
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
実
施
す

る
考
え
か
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ

た
具
体
的
要
望
と
、
要
望
を
踏
ま

え
た
改
修
予
定
は
あ
る
の
か
。刈 田 町 長刈 田 町 長

刈
田
町
長

　
愛
ラ
ン
ド
ユ
ー
の
維
持
補
修
計

画
は
令
和
10
年
ま
で
の
計
画
を
立

て
て
お
り
、
点
検
を
実
施
し
て

い
る
。
例
年
の
予
算
規
模
で
は

７
０
０
万
～
１
３
０
０
万
円
の
範

囲
の
中
で
、
専
門
業
者
に
お
願
い

し
な
が
ら
安
全
対
策
を
中
心
に
修

繕
を
行
な
い
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て

塗
装
等
の
点
検
も
行
っ
て
い
る
。

　
改
修
計
画
に
つ
い
て
、
愛
ラ
ン

ド
ユ
ー
が
整
備
さ
れ
て
40
年
が
経

過
し
、
一
番
の
問
題
は
レ
ス
ト
ラ

ン
、
売
店
、
ト
イ
レ
の
老
朽
化
と

認
識
し
て
い
る
。

　
遊
園
地
は
そ
れ
な
り
の
収
益
も

あ
り
経
営
で
き
て
い
る
が
、
レ
ス

ト
ラ
ン
等
の
部
分
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

　
こ
れ
ら
は
改
築
を
考
え
な
け
れ

ば
改
善
で
き
な
い
部
分
が
多
々
あ

り
、
十
分
協
議
を
重
ね
な
が
ら
必

要
性
・
費
用
対
効
果
も
考
え
て
方

向
性
を
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
五
鹿
山
公
園
に
つ
い
て
は
、
面

積
が
広
い
こ
と
か
ら
全
体
的
な
見

直
し
も
必
要
と
考
え
て
お
り
、
ど

う
い
う
形
を
取
る
べ
き
か
議
論
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
Ｔ
Ｏ
Ｍ
周
辺
の
ま
ち
な
か
整
備

も
含
め
て
キ
ャ
ン
プ
場
の
活
用
、

桜
の
管
理
等
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
ニ
ー
ズ
分
析
と
し
て
は
、
ト
イ

レ
と
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
の
不
足
が
言

わ
れ
て
お
り
、
公
園
全
体
の
あ
り

方
と
し
て
議
論
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

域
や
町
民
か
ら
の
狩
猟
要
請
が
増

加
し
苦
慮
し
て
い
る
。

　
今
後
の
農
業
被
害
等
を
抑
え
る

た
め
に
も
更
な
る
対
応
が
必
要
と

考
え
る
。

　
今
後
の
駆
除
対
策
の
検
討
は
。関 野関 野  議 員議 員

刈
田
町
長

　
特
定
外
来
生
物
で
あ
る
ア
ラ
イ

グ
マ
等
の
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
業

被
害
の
状
況
は
、
各
農
協
を
通
じ

て
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　

令
和
６
年
度
の
被
害
報
告
で

は
、
自
家
用
農
作
物
が
荒
ら
さ
れ

る
被
害
が
発
生
し
て
い
る
が
、
被

害
面
積
が
小
規
模
で
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
被
害
金
額
は
無
し
と
さ

れ
て
い
る
。　
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ほ
か
に
も
乳
牛
の
飼
料
袋
が
破

か
れ
た
な
ど
の
被
害
報
告
も
受
け

て
い
る
が
、
飼
料
廃
棄
と
な
る
ま

で
の
被
害
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

　
町
の
対
策
と
し
て
、
年
々
捕
獲

頭
数
が
増
加
す
る
ア
ラ
イ
グ
マ
に

対
し
て
は
、
箱
わ
な
の
所
有
数
を

増
や
し
、
繁
殖
期
で
あ
る
春
季
の

捕
獲
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
本
年
４
月
に
は
湧
別
町
農
協
に

お
い
て
、
湧
別
地
域
資
源
保
全
広

域
協
定
運
営
委
員
会
の
28
名
が
技

術
講
習
会
を
受
講
さ
れ
、
現
在
捕

獲
を
行
っ
て
い
る
。

　
昨
年
４
月
か
ら
５
月
の
２
ヶ
月

で
５
頭
の
捕
獲
で
あ
っ
た
が
、
本

年
は
同
時
期
に
54
頭
を
捕
獲
し
、

捕
獲
頭
数
が
大
幅
に
増
加
し
た
。

　
猟
友
会
、
捕
獲
に
従
事
す
る
農

業
関
係
者
の
皆
様
に
深
く
感
謝
を

申
し
上
げ
る
。

　
今
後
も
講
習
会
の
実
施
な
ど
捕

獲
従
事
者
の
増
加
と
被
害
の
防
止

に
努
め
て
い
く
。

【
再
質
問
】

関
野
議
員

　
直
近
の
湧
別
町
の
箱
わ
な
を
利

用
し
て
捕
獲
し
た
頭
数
と
、
湧
別

町
農
協
が
実
施
し
て
い
る
多
面
的

支
払
交
付
金
事
業
で
実
施
し
て
い

る
有
害
駆
除
の
頭
数
に
つ
い
て
教

え
て
欲
し
い
。

　
ま
た
、
４
月
に
は
湧
別
町
農
協

で
町
職
員
が
講
師
と
な
っ
て
安
全

講
習
が
行
わ
れ
た
が
、
ア
ラ
イ
グ

マ
を
一
掃
す
る
ぐ
ら
い
の
形
で
な

い
と
収
ま
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
。

　
箱
わ
な
の
設
置
に
つ
い
て
予
算

の
範
囲
内
で
実
施
し
て
い
た
だ
き

た
い
。刈

田
町
長

　
多
面
事
業
に
よ
る
４
月
、
５
月

の
捕
獲
数
は
26
頭
、
６
月
は
16
日

ま
で
で
15
頭
と
な
っ
て
い
る
。

　

ア
ラ
イ
グ
マ
に
は
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
、
カ
ボ
チ
ャ
、
イ
チ
ゴ
な

ど
が
狙
わ
れ
や
す
く
、
猟
友
会
等

と
協
力
し
な
が
ら
駆
除
を
進
め
て

い
き
た
い
。

村 川 議 員村 川 議 員

Ｑ

Ａ

計画的な道路改修の
実施を

自治会と協議しなが
ら計画的に実施する

村
川
議
員

　
町
内
の
舗
装
道
路
が
全
体
的
に

破
損
し
、
各
地
か
ら
苦
情
が
出
て

い
る
。

　
例
え
ば
東
５
号
線
の
舗
装
改
修

が
東
９
線
か
ら
行
わ
れ
て
い
る

が
、
完
成
に
約
10
年
か
か
る
と
聞

い
て
い
る
。

　
サ
ロ
マ
湖
道
路
も
老
朽
化
が
進

み
、
そ
の
ほ
か
に
も
同
じ
状
況
の

道
路
が
数
本
あ
り
、
全
町
の
改
修

を
考
え
る
と
多
大
な
予
算
が
必
要

と
な
る
。

　
新
設
の
道
路
は
総
合
計
画
に
あ

る
が
、
改
修
に
つ
い
て
は
起
債
で

対
応
し
て
お
り
、
１
本
の
道
路
に

10
年
も
か
か
っ
て
は
道
路
改
修
の

め
ど
が
立
た
ず
、
観
光
に
も
影
響

が
出
て
く
る
。

　
町
が
安
定
財
政
の
う
ち
に
町
内

道
路
の
改
修
箇
所
を
調
査
し
、
計

画
的
に
進
め
る
べ
き
で
は
。

刈
田
町
長

　
町
道
は
イ
ン
フ
ラ
施
設
と
し
て

重
要
な
施
設
で
あ
り
、
誰
も
が
安

心
で
安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
、

計
画
的
に
修
繕
や
整
備
を
行
っ
て

き
た
。

　
全
町
の
道
路
補
修
や
改
修
に
は

多
大
な
予
算
が
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、
破
損
部
分
の
補
修
を
行
い

な
が
ら
道
路
の
延
命
化
に
努
め
て

い
る
。

　

町
道
の
計
画
的
な
整
備
の
ほ

か
、
自
治
会
等
か
ら
の
情
報
提
供

や
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
よ
り

破
損
個
所
の
早
期
発
見
、
早
期
修

繕
を
行
い
、
適
正
な
管
理
を
行
っ

て
お
り
、
全
面
的
な
整
備
が
必
要

な
も
の
は
、
有
利
な
補
助
事
業
や

起
債
等
を
活
用
し
、
財
源
の
確
保

に
努
め
て
い
る
。

　
な
お
、
東
５
号
線
道
路
の
整
備

は
計
画
で
９
年
間
の
事
業
期
間
と

な
っ
て
お
り
、
本
年
度
が
４
年
目

に
な
る
が
、
計
画
期
間
内
で
の
整

備
完
了
に
向
け
て
努
め
て
い
く
。

【
再
質
問
】

村
川
議
員

　
道
路
は
住
民
の
重
要
な
イ
ン
フ

ラ
で
あ
り
、
整
備
に
対
し
、
現
状

で
は
大
変
有
利
な
過
疎
債
を
使
っ

て
い
る
が
、
道
路
に
使
う
限
度
額

は
あ
る
の
か
。
ま
た
そ
の
ほ
か
の

有
利
な
事
業
が
あ
る
の
か
。

　
財
政
の
安
定
し
て
い
る
時
に
修

理
し
て
い
か
な
け
れ
ば
後
追
い
に

な
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
そ

う
い
う
箇
所
を
し
っ
か
り
調
査
し

て
計
画
を
立
て
て
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
サ
ロ
マ
湖
道
路
も
傾
斜
が
つ
い

て
お
り
、
東
５
号
線
改
修
後
で
な

い
と
改
修
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

で
は
困
る
。
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Ｑ

Ａ

旧学校施設の公売を
検討しては

まずは活用できるよ
う意見聴取・検討の
場を設ける

　

町
長
は
安
定
財
政
と
言
う
が
、

住
民
の
イ
ン
フ
ラ
を
し
っ
か
り
で

き
て
こ
そ
安
定
財
政
と
言
え
る
の

で
あ
っ
て
、
基
金
を
積
ん
だ
か
ら

安
定
財
政
だ
と
い
う
話
で
は
な

い
。

　
人
口
も
減
少
す
る
な
か
、
財
源

は
今
が
ピ
ー
ク
で
あ
り
、
思
い

切
っ
て
整
備
す
る
の
が
町
長
の
大

き
な
責
任
と
課
題
だ
と
思
っ
て
い

る
。

　
早
急
に
現
場
を
調
査
し
、
計
画

を
立
て
て
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

刈
田
町
長

　
道
路
整
備
は
総
合
計
画
を
含
め

計
画
的
に
実
施
し
て
お
り
、
自
治

会
と
の
協
議
に
お
い
て
も
、
連
絡

を
い
た
だ
き
な
が
ら
毎
年
行
っ
て

い
る
。

　

各
地
域
の
配
置
し
て
い
る
ス

タ
ッ
フ
に
そ
の
都
度
連
絡
が
来
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
現
在
の
と

こ
ろ
苦
情
等
の
連
絡
は
入
っ
て
い

な
い
。

　
起
債
の
限
度
額
は
な
い
が
、
過

疎
債
に
は
枠
が
あ
り
毎
年
変
わ
る

た
め
、
他
の
起
債
も
活
用
し
な
が

ら
実
施
し
て
い
く
。

　
東
５
号
線
道
路
整
備
が
終
わ
ら

な
け
れ
ば
、
ほ
か
の
整
備
が
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
今
後

必
要
な
道
路
に
つ
い
て
は
有
利
な

交
付
金
等
を
使
い
な
が
ら
進
め
て

い
く
。

　
東
５
号
線
は
段
階
的
に
１
号
ず

つ
進
め
て
い
る
が
、
そ
の
他
に
つ

い
て
は
財
源
が
確
保
で
き
れ
ば

も
っ
と
早
く
修
繕
で
き
る
部
分
も

あ
り
、
計
画
的
に
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

小 形 議 員小 形 議 員

小
形
議
員

　
上
湧
別
地
区
の
小
中
学
校
は
本

年
４
月
に
義
務
教
育
学
校
に
な

り
、
利
用
が
な
く
な
っ
た
学
校
施

設
の
利
活
用
を
考
え
て
い
る
と
思

う
が
、
利
用
方
法
に
あ
る
程
度
の

条
件
を
付
け
た
う
え
で
、
マ
イ
ナ

ス
入
札
を
行
い
、
公
売
に
か
け
る

考
え
方
も
あ
る
と
思
う
。

　
公
共
施
設
老
朽
化
問
題
の
打
開

策
の
一
つ
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。刈

田
町
長

　
義
務
教
育
学
校
上
湧
別
学
園
の

開
校
に
よ
り
、
中
湧
別
小
学
校
、

上
湧
別
小
学
校
、
開
盛
小
学
校
、

富
美
小
学
校
の
４
校
が
廃
校
と

な
っ
た
。

　
中
湧
別
小
学
校
は
新
庁
舎
等
の

整
備
事
業
に
お
い
て
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
活
用
し
て
新
庁
舎
を
建
設
し
、

校
舎
も
改
修
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

活
用
す
る
計
画
で
あ
る
が
、
そ
の

他
の
３
校
は
今
後
町
民
等
か
ら
幅

広
く
意
見
を
聞
く
機
会
お
よ
び
検

討
の
場
を
設
け
、
利
活
用
の
方
向

性
を
見
い
だ
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
、
本
年
度
実
施
す
る
地

域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
招
聘
事

業
に
お
い
て
外
部
専
門
家
を
招
聘

し
、
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
予
定
価
格
を
マ
イ
ナ
ス
に
設
定

し
、
解
体
後
の
利
用
条
件
を
つ
け

て
一
般
競
争
入
札
を
実
施
し
て
い

る
自
治
体
も
あ
り
、
今
後
の
検
討

の
中
で
校
舎
を
解
体
し
て
の
利
活

用
と
い
っ
た
方
向
性
が
出
た
場
合

に
は
、
一
つ
の
方
法
と
し
て
考
え

て
い
き
た
い
。

【
再
質
問
】

小
形
議
員

　
今
後
公
共
施
設
の
統
廃
合
を
進

め
て
い
く
中
で
、
廃
止
ま
た
は
い

ら
な
く
な
っ
た
施
設
等
の
土
地
の

利
活
用
を
考
え
る
う
え
で
、
新
し

い
考
え
方
と
思
っ
て
い
る
。

　
深
谷
市
で
は
体
育
館
等
の
施
設

に
住
宅
を
建
て
た
い
人
達
が
共
同

で
マ
イ
ナ
ス
入
札
に
参
加
す
る
な

ど
良
い
例
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　
廃
止
あ
る
い
は
解
体
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
合
の
一
つ
の
考
え

方
に
な
る
の
で
は
。

刈
田
町
長

　

閉
校
後
の
小
学
校
の
活
用
は
、

閉
校
前
か
ら
地
域
の
皆
様
と
も
協

議
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
活
用
で

き
る
も
の
で
あ
れ
ば
活
用
し
た
い

と
い
う
私
の
考
え
も
あ
り
、
今
年

い
ろ
い
ろ
な
形
を
取
り
な
が
ら
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
違
う
方
法
で
使
い
た
い
と
い
う

要
望
や
、
企
業
が
来
た
場
合
は
そ

れ
ら
も
含
め
検
討
の
一
つ
と
し
て

提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
部
分
も
あ
り
、
そ
の
中
で
解

体
後
に
活
用
し
た
い
と
い
う
よ
う

な
話
が
あ
れ
ば
、
マ
イ
ナ
ス
入
札

な
り
売
買
と
い
う
方
法
も
あ
る
の

で
、
一
番
有
利
と
な
る
方
法
で
進

め
て
い
き
た
い
。
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町長の町長の

――  要約掲載 要約掲載 ――

行政報告行政報告

　
本
年
は
低
温
が
続
き
、
５
月
１

日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

当
日
に
１
品
種
も
開
花
し
て
お
ら

ず
、
非
常
に
心
配
な
開
幕
と
な
り

ま
し
た
。

　
そ
の
後
開
花
が
進
み
、
有
料
入

園
は
昨
年
よ
り
８
日
遅
い
、
５
月

10
日
か
ら
と
な
り
ま
し
た
。

　
５
月
12
日
以
降
は
気
温
の
高
い

日
が
続
き
、
開
化
が
急
速
に
進
ん

だ
こ
と
で
、
鑑
賞
期
間
は
短
く
な

り
ま
し
た
が
、
有
料
入
園
期
間
は

５
月
27
日
ま
で
、
フ
ェ
ア
自
体
は

５
月
31
日
に
閉
幕
し
ま
し
た
。

　
フ
ェ
ア
期
間
中
の
総
入
園
者
数

は
、
５
万
６
千
人
で
、
昨
年
か
ら

６
千
人
の
減
少
と
な
り
、
減
少
の

要
因
は
開
花
遅
れ
と
燃
油
価
格
の

高
騰
に
よ
る
レ
ジ
ャ
ー
目
的
の
遠

出
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ

チ
ュ
ー
リ
ッ
プフェ

ア
の
結
果

ら
れ
ま
す
。

　
入
園
料
収
入
は
、
２
４
１
０
万

円
と
な
り
、
昨
年
か
ら
４
８
０
万

円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
フ
ェ
ア
中
の
イ
ベ
ン
ト
関
係
で

は
、
青
年
団
体
協
議
会
・
Ｊ
Ａ
え

ん
ゆ
う
青
年
部
に
よ
る
催
し
や
、

町
内
小
中
高
生
に
よ
る
吹
奏
楽
演

奏
会
、
さ
ら
に
本
年
で
４
回
目
と

な
る
、
湧
別
町
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
応

援
大
使
の
半
崎
美
子
さ
ん
の
ト
ー

ク
＆
ラ
イ
ブ
で
は
、
吹
奏
楽
合
同

バ
ン
ド
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
実
現
し
、
約
１
０
０
０
人
の
来

園
者
の
皆
様
と
大
変
盛
り
上
が
る

催
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
６
月
７
日
に
札
幌
市
に
お
い
て

札
幌
湧
別
会
の
令
和
７
年
度
総
会

並
び
に
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
39

名
の
会
員
が
出
席
し
た
総
会
で

は
、「
ふ
る
さ
と
訪
問
」
を
９
月

23
日
の
産
業
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て

行
う
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。。

　
総
会
後
の
懇
親
会
に
は
東
京
湧

別
会
の
後
藤
会
長
、
町
か
ら
は
村

田
議
長
を
は
じ
め
９
名
の
議
会
議

員
・
橋
本
商
工
会
長
・
酒
井
観
光

協
会
長
・
町
長
・
町
職
員
が
出
席

し
、
ふ
る
さ
と
湧
別
の
懐
か
し
い

話
題
で
会
員
同
士
の
交
流
、
親
睦

を
深
め
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　
去
る
６
月
13
日
、
株
式
会
社
Ｏ

Ｋ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｂ
（
オ
ク
ラ
ボ
）
様
と

の
間
に
、
未
来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ

く
り
等
を
目
的
に
包
括
連
携
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　
株
式
会
社
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｂ
様
は

全
国
に
２
５
０
店
舗
以
上
、
近
隣

で
は
小
清
水
町
で
コ
イ
ン
ラ
ン
ド

リ
ー
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
本
町
で
は
、
地
域
力
創

造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
招
聘
し
、
文

化
セ
ン
タ
ー
Ｔ
Ｏ
Ｍ
周
辺
の
活
性

化
、
ま
ち
な
か
賑
わ
い
の
創
出
に

関
し
て
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ひ
と
つ
の
パ
ー
ツ
と
し
て

湧
別
高
校
学
生
寮
の
南
側
に
、
コ

イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
の
整
備
を
進
め

て
お
り
、
同
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
お

借
り
し
て
官
民
連
携
に
よ
る
施
設

整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

総
体
で
１
１
２
件
の
入
札
執

行
が
あ
り
、
平
均
落
札
率
は
96
．

44
％
と
な
り
ま
し
た
。

札
幌
湧
別
会
総
会
出
席

包
括
連
携
協
定
の
締
結

令
和
６
年
度
建
設
工
事
等
の

入
札
結
果

　
去
る
５
月
18
日
、
国
内
最
大
級

の
「
と
な
み
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ

ア
」
を
開
催
し
て
い
る
、
富
山
県

砺
波
市
・
夏
野
市
長
と
、
胆
振
管

内
む
か
わ
町
・
竹
中
町
長
が
来
町

し
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア
を
視

察
さ
れ
、
夏
野
市
長
か
ら
「
広
大

　
北
海
道
と
カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー

タ
州
が
姉
妹
提
携
45
周
年
の
記
念

事
業
を
ア
ル
バ
ー
タ
州
エ
ド
モ
ン

ト
ン
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
運

び
と
な
り
、
北
海
道
お
よ
び
北
海

道
議
会
訪
問
団
と
し
て
、
ア
ル

バ
ー
タ
州
ホ
ワ
イ
ト
コ
ー
ト
町
と

友
好
関
係
に
あ
る
本
町
も
参
加

し
、
姉
妹
都
市
会
議
の
席
上
に
お

い
て
、
私
か
ら
ホ
ワ
イ
ト
コ
ー
ト

町
と
の
25
年
以
上
に
及
ぶ
交
流
経

過
を
報
告
い
た
し
ま
し
た
。

　
記
念
事
業
終
了
後
、
２
年
ぶ
り

に
ホ
ワ
イ
ト
コ
ー
ト
町
を
訪
問

し
、
議
会
表
敬
訪
問
や
歓
迎
夕
食

会
に
ご
招
待
い
た
だ
き
、
帰
町
し

ま
し
た
。

富
山
県
砺
波
市
長
・

む
か
わ
町
長
来
訪

カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
州

ホ
ワ
イ
ト
コ
ー
ト
町
訪
問

な
畑
を
生
か
し
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

の
見
せ
方
が
湧
別
の
魅
力
」
と
の

感
想
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア
は
来
年

40
回
目
の
開
催
と
記
念
の
年
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、「
砺
波
市
産
球

根
の
砺
波
市
コ
ー
ナ
ー
」
設
置
へ

「
協
力
し
ま
す
」
と
応
じ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
　
▶
半
崎
美
子
さ
ん
の

　
　
　
　
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
の
様
子
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令和７年

令和７年５月12日開会
～税条例改正を可決～

第３回  臨時会
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
専
決
処
分
の
承
認

和
解
お
よ
び
損
害
賠
償
額

の
決
定

第３回臨時会が５月１２日に開会し、町長
から議案７件が提出され、審議しました。

　
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
の
専
決
処
分
の
承
認
が
提
案
さ

れ
、
審
議
・
採
決
の
結
果
、
全
会

一
致
で
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

◇
一
般
会
計

・
寄
附
金
と
し
て
い
た
だ
い
た
５

７
０
万
円
の
う
ち
、
財
源
調
整
に

よ
り
予
算
額
に
２
５
０
万
円
を
追

加
し
、
総
額
１
０
８
億
８
４
４
７

万
円
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
年
度
内
に
納
入
と
な
っ

た
公
用
車
購
入
費
の
繰
越
明
許
費

を
廃
止
し
ま
し
た
。

　
漏
水
に
よ
り
陥
没
し
た
舗
道
に

前
輪
が
落
ち
、
車
両
が
破
損
し
た

事
故
に
対
す
る
和
解
と
損
害
賠
償

額
に
つ
い
て
、
審
議
・
採
決
の
結

果
、
全
会
一
致
で
原
案
可
決
し
ま

し
た
。

　
和
解　
町
過
失
割
合
10
割

　
損
害
賠
償
額　
　
　

 

36
万
円

　
工
事
の
請
負
契
約
４
件
に
つ
い

て
、
審
議
・
採
決
の
結
果
、
全
会

一
致
で
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

　
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
等
に

伴
い
、
特
定
親
族
特
別
控
除
の
創

設
や
新
基
準
原
付
に
係
る
種
別
割

区
分
の
追
加
な
ど
に
対
応
す
る
た

め
の
条
例
の
一
部
改
正
が
提
案
さ

れ
、
審
議
・
採
決
の
結
果
、
全
会

一
致
で
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
し

て
、
去
る
３
月
６
日
に
遠
軽
町
の

株
式
会
社
渡
辺
組 

代
表
取
締
役 

渡
辺
勇
喜
様
よ
り
３
０
０
万
円
、

ま
た
、
去
る
３
月
12
日
に
東
京
都

の
有
限
会
社
ア
ク
ア
テ
ッ
ク　
代

表
取
締
役　

大
和
田
健
斗
様
よ

り
、
衛
生
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
１
台
、
１
０

９
７
万
８
千
円
相
当
の
ご
寄
附
の

申
出
が
あ
り
、
有
り
難
く
受
納
い

た
し
ま
し
た
。

　
な
お
令
和
６
年
度
の
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
は
、
現
金
寄
附
が
９

件
で
５
７
０
万
円
、
物
品
寄
附
が

２
件
で
１
４
３
４
万
６
千
円
相
当

で
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
指
定
寄
付
に
つ
き
ま
し

て
、
去
る
３
月
10
日
、
遠
軽
町
の

遠
軽
信
用
金
庫　
理
事
長　
市
川

裕
記
様
よ
り
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
事
業
へ

寄
附
の
採
納

町長の町長の

――  要約掲載 要約掲載 ――

行政報告行政報告

工
事
の
請
負
契
約

湧
別
町
税
条
例
の一

部
改
正

〇
建
築
主
体
工
事（
芭
露
保
育
所
）

契
約
金
額　
４
億
３
６
７
０
万
円

契
約
先　
　
　
株
式
会
社
西
村
組

〇
電
気
設
備
工
事（
芭
露
保
育
所
）

契
約
金
額　
　
　
８
５
８
０
万
円

契
約
先　
工
藤
・
為
廣
・
児
玉

経
常
建
設
工
事
共
同
企
業
体

〇
機
械
設
備
工
事（
芭
露
保
育
所
）

契
約
金
額　
　
　
８
８
０
０
万
円

契
約
先　
天
内
・
吉
田
経
常
建
設

工
事
共
同
企
業
体

〇
防
災
行
政
無
線
等
整
備
工
事

契
約
金
額　
１
億
９
１
１
８
万
円

契
約
先　
橋
本
・
カ
リ
ヤ
特
定

建
設
工
事
共
同
企
業
体

　
※
金
額
は
い
ず
れ
も

　
　
　
　
１
万
円
未
満
切
捨
て

の
活
用
と
し
て
２
０
０
万
円
、
去

る
４
月
３
日
、
錦
町
の
株
式
会
社

中
川
組　
代
表
取
締
役　
森
光
弘

様
よ
り
子
育
て
支
援
と
し
て
１
０

０
万
円
の
ご
寄
附
の
申
出
が
あ

り
、
有
り
難
く
受
納
い
た
し
ま
し

た
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
貴
重
な
浄

財
は
、
ご
意
向
に
沿
っ
て
有
効
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
去
る
４
月
１
日
、
曙
町
の
株
式

会
社
寺
本
商
店
様
よ
り
今
年
も
冷

凍
帆
立
貝
柱
３
５
０
㎏
の
ご
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
年
間
を
通
し
て
給
食
に
使
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
生
徒
が
地

元
の
産
業
に
関
す
る
関
心
を
深
め

自
然
の
恵
み
の
大
切
さ
を
感
じ
る

重
要
な
食
育
の
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
地
域
の
素
晴
ら
し
い
食
材
を
30

年
以
上
ご
寄
贈
い
た
だ
き
、
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

冷
凍
帆
立
貝
柱
の
寄
贈

▶
建
て
替
え
が
予
定
さ
れ
て
い
る

　
　
芭
露
保
育
所
で
の
運
動
会
の
様
子
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寄
附
件
数
は
３
４
６
４
件
減
の

４
６
８
７
件
、
寄
附
金
額
は
３
３

８
０
万
３
２
０
０
円
減
の
９
０
４

１
万
３
１
０
０
円
と
な
り
ま
し

た
。

　
物
価
等
の
高
騰
に
よ
る
日
用
品

等
の
需
要
の
高
ま
り
な
ど
に
よ

り
、
寄
附
が
減
少
し
た
も
の
と
推

察
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
寄
附
サ
イ
ト
の
追
加
や

広
告
等
Ｐ
Ｒ
の
強
化
、
返
礼
品
提

供
事
業
者
と
の
更
な
る
連
携
強
化

を
図
り
、
本
町
並
び
に
地
場
産
品

の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
て
い
き

ま
す
。

令
和
６
年
度
ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
採
納
実
績

　
１
件
目
、
特
別
多
数
議
決
と
し

て
採
決
す
る
ま
で
、
新
庁
舎
等
整

備
事
業
設
計
業
務
委
託
の
予
算
の

執
行
差
し
止
め
を
求
め
ら
れ
た
差

止
請
求
事
件
に
つ
い
て
、
去
る
４

月
15
日
に
札
幌
高
等
裁
判
所
に
お

い
て
控
訴
棄
却
の
判
決
が
言
い
渡

さ
れ
ま
し
た
。

住
民
訴
訟
の
状
況

　
義
務
教
育
学
校「
上
湧
別
学
園
」

が
４
月
１
日
付
け
で
設
置
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
４
月
７
日
に
入
学

式
、
４
月
19
日
に
開
校
記
念
式
典

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
校
記
念
式
典
は
、
児
童
生
徒

２
２
２
名
、
保
護
者
、
武
部
文
部

科
学
副
大
臣
等
の
来
賓
な
ど
約
４

６
０
人
の
出
席
の
も
と
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

　
保
護
者
や
地
域
住
民
の
皆
様
で

組
織
さ
れ
ま
し
た
上
湧
別
地
区
義

務
教
育
学
校
開
設
準
備
委
員
会
の

ご
尽
力
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

湧
別
町
立
上
湧
別
学
園
開
校

　
町
が
所
有
し
て
い
た
北
海
道
銀

行
の
優
先
株
に
つ
い
て
、
全
額
償

還
さ
れ
ま
し
た
。

　
取
得
後
、
本
町
が
受
け
た
配
当

金
の
総
額
は
、
３
４
３
０
万
９
千

円
と
な
り
ま
す
。

　
６
月
末
に
退
職
さ
れ
る
桂
敦
史

院
長
の
後
任
と
し
て
、
中
川
雄
太

医
師
が
５
月
１
日
か
ら
院
長
代
行

と
し
て
着
任
し
、
７
月
１
日
付
で

新
院
長
に
就
任
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
中
川
医
師
の
専
門
は
、
循
環
器

内
科
の
ほ
か
総
合
内
科
と
い
う
こ

と
で
、
地
域
に
根
差
し
た
か
か
り

つ
け
の
先
生
と
し
て
、
医
療
を
提

供
し
て
く
だ
さ
る
も
の
と
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

優
先
株
の
全
額
償
還

ゆ
う
ゆ
う
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
師
の
赴
任

　主な内容は、議案審議と一般質問です。
　詳しくは、今後のかわらばんや町ホームページでお知らせします。

次の議会定例会は、９月16日から開会予定！

　
町
の
主
張
が
全
面
的
に
認
め
ら

れ
ま
し
た
が
、
控
訴
人
は
上
告
手

続
き
を
行
っ
た
旨
、
弁
護
士
よ
り

連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

　
２
件
目
、
非
木
造
家
屋
の
固
定

資
産
税
に
過
納
付
が
あ
る
と
し
て

損
害
賠
償
の
支
払
い
を
求
め
ら
れ

た
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
、
去

る
４
月
21
日
に
弁
護
士
に
よ
る
口

頭
弁
論
が
行
わ
れ
、
６
月
30
日
に

判
決
が
言
い
渡
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

議員として１５年以上在籍し、地方自治の振興と発展に尽くされたとして、
元湧別町議会副議長　山本栄子さんが全国町村議会議長会ならびに北海道町
村議会議長会より自治功労表彰を受賞されました。

長年の功績をたたえて
～元湧別町議会副議長　山本栄子さんが自治功労表彰を受賞～
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総
務
厚
生
常
任
委
員
会

第
４
回
総
務
厚
生
常
任
委
員
会

【
５
月
27
日
】

●
所
管
事
務
調
査

　
「
健
康
診
断
事
業
の
実
施
状
況

に
つ
い
て
」、「
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
」
を

調
査
し
ま
し
た
。

　

湧
別
町
の
健
診
受
診
率
は
49
．

８
％
で
同
規
模
市
町
村
の
中
で
も

高
い
方
で
あ
り
、
特
に
膵
臓
、
胆

の
う
、
肝
臓
ガ
ン
の
検
査
で
あ
る

腹
部
超
音
波
は
受
診
率
が
高
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

　
今
後
も
健
診
の
周
知
、
推
奨
を

勧
め
る
よ
う
依
頼
し
ま
し
た
。

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
現
在
健

診
に
特
化
し
た
利
用
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
非
常
に
使
い
や
す
い
施

設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
も
っ
と
活

用
を
図
っ
て
欲
し
い
と
指
摘
し
ま

し
た
。

●
次
回
の
所
管
事
務
調
査
項
目　
　
　

　
「
湧
別
町
の
財
政
状
況
と
今
後

の
見
通
し
に
つ
い
て
」
調
査
し
ま

す
。

　令和７年第１回定例会（３月開会）のあとから令和７第２回定例会（６月開会）までの間に
おける常任委員会の活動をお知らせします。

議会・各委員会は傍聴が可能です。議会・各委員会は傍聴が可能です。

産
業
文
教
常
任
委
員
会

第
２
回
産
業
文
教
常
任
委
員

【
６
月
２
日
】

●
所
管
事
務
調
査

　
「
義
務
教
育
学
校
（
上
湧
別
学

園
）
の
運
営
に
つ
い
て
」
を
現
地

調
査
も
含
め
調
査
し
ま
し
た
。

　
現
地
調
査
で
は
、
本
年
４
月
よ

り
開
校
と
な
っ
た
上
湧
別
学
園
を

訪
問
し
、
早
川
校
長
よ
り
運
営
に

お
け
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
や
、

開
校
ま
で
の
事
前
準
備
等
の
説
明

を
受
け
、
ま
た
、
生
徒
た
ち
の
様

子
な
ど
を
見
聞
き
す
る
こ
と
で
、

学
校
運
営
が
順
調
で
あ
る
こ
と
の

確
認
が
で
き
ま
し
た
。

●
次
回
の
所
管
事
務
調
査
項
目

　
「
観
光
施
設
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
愛

ラ
ン
ド
ユ
ー
、
水
芭
蕉
群
生
地
木

道
）の
整
備
状
況
に
つ
い
て
」、「
商

工
業
振
興
事
業（
愛
町
購
買
事
業
）

の
実
施
状
況
に
つ
い
て
」
調
査
し

ま
す
。

▶
総
務
厚
生
常
任
委
員
会

▶
上
湧
別
学
園
視
察　
産
業
文
教
常
任
委
員
会▲ファミリー愛ランドユー

　湧別町議会が開催する、議会（定例会年 4回、臨時会随時）、全員協議会、委員会（議会運営委員会、
総務厚生常任委員会、産業文教常任委員会、広報編集特別委員会など）は、傍聴できます。
　新型コロナウイルス感染症対策など、以下の注意事項を確認のうえご参加ください。
　・入口での手指消毒をお願いします。
　・委員会については事前に議会事務局（01586-2-2130）に申し込みが必要です。
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一般質問を振り返る一般質問を振り返る

あの質問どうなったべ？
過去の議員の一般
質問が、どう町政
に反映されたか

Ｑ：議員（令和４年６月議会より）
　産業間ネットワークや、町外メーカーとの連携に
より新しい商品化を進めたいとのことだが、どのよ
うな地場産品の掘り起こしを目指すのか。

Ａ：町長
　地域資源の付加価値をつけるため、産業間ネッ
トワークの情報交換や、魅力ある町づくりスタート
アップ応援事業を創設するなど、町外企業を巻き
込んだ中で取り組む。

上川大雪酒造と協議により日本酒造りをスタート。
産業間ネットワークが中心となりＰＲを実施。
酒販店が協力し、魅力ある町づくりスタートアップ応援事業を活用した事業を展開。

議会での質問や意見がどのように反映されているのでしょうか

地場産品の掘り起こしについて地場産品の掘り起こしについて

その後

上川大雪酒造と、姉妹都市である新篠津村の協力により「特別純米酒・湧別」が完成

クラウドファンディングによる財源確保・ＰＲなど、町内外にアピールを行っています

令和６年７月完成 海洋熟成実験の実施 海洋熟成酒

ゆうべつ町議会だより　第62号　2025.8 12



議会の活動議会の活動 令和７年５月～７月

　５月　１日（木）
　　　　７日（水）

　　　　９日（金）
　　　１２日（月）

　　　１４日（水）
　　　１６日（金）
　　　１９日（月）
　　　２６日（月）
　　　２７日（火）

　　　２９日（木）

　６月　２日（月）
　　　　６日（金）
　　　　７日（土）
　　　　９日（月）
　　　１０日（火）
　　　１２日（木）
　　　１５日（日）
　　　１７日（火）
　　　２２日（日）
　　　２３日（月）
　　　２６日（木）

　　　２７日（金）
　７月　４日（金）
　　　　６日（日）
　　　　７日（月）
　　　　８日（火）

　　　１４日（月）
　　　１９日（土）
　　　２４日（木）
　　　２６日（土）
　　　３０日（水）

２０２５ゆうべつチューリップフェアオープニングセレモニー
高規格道路旭川・紋別自動車道早期建設促進期成会総会（紋別市）
オホーツク紋別空港利用・整備促進期成会総会（紋別市）
湧別町商工会通常総会
第４回議会運営委員会
第２回議会臨時会
特定非営利活動法人ポレポレゆうべつ総会
遠軽地区広域組合臨時会（遠軽町）
オホーツク町村議会議長会定期総会（美幌町）
オホーツク圏活性化期成会役員会、定期総会、石北本線・釧網本線合同部会（網走市）
全国町村議会議長会議長・副議長研修会（東京都）
高規格道路旭川・紋別自動車道早期建設促進期成会要望（網走市）
第４回総務厚生常任員会
上湧別神社春季例大祭・上湧別開拓招魂祭
遠紋地区市町村議会議長会総会、議長・副議長・事務局長合同研修会（滝上町）
自衛隊協力会遠紋地区連合会監査（滝上町）
第４回産業文教常任委員会
サロマ湖開発期成会通常総会（北見市常呂町）
札幌湧別会総会及び懇親会（札幌市）
遠軽地区総合開発期成会要望活動（網走市）
北海道町村議会議長会定期総会（札幌市）
第４回議会運営委員会
湧別町消防団春季消防演習
第２回議会定例会
自由民主党北海道第１２選挙区支部政経セミナー（北見市）
遠軽地区総合開発期成会要望活動（～２４日　札幌市）
遠軽地区広域組合臨時会（遠軽町）
ニュージーランド・セルウィン町訪問団対面式
ニュージーランド・セルウィン町訪問団との記念植樹会、歓迎夕食会
レバンガ北海道関野剛平選手他来町歓迎会
第６７回遠軽分会連合消防演習
オホーツク圏活性化期成会農林水産専門委員会（北見市）
北海道町村議会議長会議員研修会（札幌市）
オホーツク湧別バイオガス株式会社バイオガスプラント竣工式
カナダ・ホワイトコート町訪問団歓迎夕食会
オホーツク圏活性化期成会第２回役員会（北見市）
認定こども園みのり運動会
元湧別町議会議長渡邊正利氏湧別町名誉町民章贈呈式
遠紋地区市町村議会議長会議員研修会
高規格道路旭川・紋別自動車道早期建設促進期成会中央要望活動（～３１日　東京都）
オホーツク圏活性化期成会中央要望活動（～３１日　東京都）
第３回議会広報編集特別委員会
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第
62
号
の
表
紙

　
８
月
３
日
、「
第
10
回
屯
田
七
夕
ま
つ
り
」
の
様
子

で
す
。

　
暑
い
日
が
続
く
中
、
屯
田
兵
の
行
進
か
ら
始
ま
り
、

も
ち
ま
き
、
玉
入
れ
、
ダ
ン
ス
、
貝
が
ら
積
み
選
手
権
、

吹
奏
楽
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
大
活
躍
の
イ
ベ
ン
ト
が

次
々
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
や
こ
ど
も
園
日
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
な
ど

も
大
盛
況
で
、
大
粒
の
汗
を
流
し
な
が
ら
、
笑
い
声
と

笑
顔
の
絶
え
な
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
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こ
の
た
び
、
わ
が
チ
ー
ム
は
「
高
円
宮
賜

杯
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会
」
全
国
大
会

へ
、
北
北
海
道
代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
創
設
50
年
の
歴
史
の
な
か

で
、
全
国
大
会
出
場
は
15
年
ぶ
り
２
度
目
の

快
挙
で
す
。

　

私
自
身
は
我
が
子
が
湧
別
マ
リ
ナ
ー
ズ
に

入
団
す
る
の
を
機
に
、
故
・
木
戸
周
平
監

督
の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に
白
球
を

追
い
か
け
る
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。
今
、

私
は
木
戸
前
監
督
の
野
球
に
対
す
る
情
熱
と

子
ど
も
た
ち
へ
の
愛
情
を
引
き
継
ぎ
、
地
域

の
方
々
や
仲
間
た
ち
と
力
を
合
わ
せ
て
練
習

や
試
合
を
支
え
る
立
場
に
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
て
学
童
野
球
の
バ
ト
ン
を
受
け
継
ぐ
こ
と

が
出
来
た
の
も
、
野
球
の
楽
し
さ
・
素
晴
ら

し
さ
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
木
戸
監
督
は
じ

め
、
育
成
会
や
職
場
・
関
係
各
位
の
ご
協
力
・

ご
支
援
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
投
稿
を
ご
覧
に
な
る
こ
ろ
に
は
、
全

国
大
会
の
結
果
が
出
て
い
ま
す
が
、
少
し
で

も
良
い
報
告
が
で
き
る
よ
う
全
力
を
尽
く
す

の
は
も
ち
ろ
ん
、
予
選
に
参
加
し
た
す
べ
て

の
チ
ー
ム
に
称
賛
さ
れ
る
よ
う
な
、
熱
い
試

合
を
お
約
束
し
ま
す
。

　

湧
別
町
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
大
会
参
加

に
対
し
ご
支
援
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
後
も
、
野
球
を
通
じ
て
地
域
の
子
ど
も

た
ち
・
保
護
者
・
指
導
者
が
と
も
に
成
長
し

続
け
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
目
指
し
、
活
動

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
町
・
議
会
が
一
丸
と
な
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
対
し
、
変
わ
ら

ぬ
ご
指
導
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
活
動
支
援
に
感
謝
」

「
活
動
支
援
に
感
謝
」

野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
『
湧
別
マ
リ
ナ
ー
ズ
』
監
督　

平ひ
ら
た田　

　
弥

わ
た
る 

さ
ん　

▶
北
北
海
道
大
会
で
優
勝
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湧
別
マ
リ
ナ
ー
ズ
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